
令和７年度予算特別委員会
埼玉県議会令和7年2月定例会は、2月19日㈬から3月27日㈭まで行われました。予算特別委員会では、各会

派の所属人数により質疑時間が割り振られており、部局別審査では連日質疑に立ち、総括質疑では知事に対
し、里親委託推進事業について、認知症医療支援体制の充実について問いました。質疑内容をご報告いたしま
す。(一部抜粋)

いつもありがとうございます。多くの皆様にお支えいただきお陰様で議員生活10年が経

過しました。様々な課題に取り組み、お役に立てた時の喜びや政策が実現できた時の達成
感など日々やりがいを感じています。特に県議会議員となり、埼玉県全体をみることができ
ました。川口市は東京都に隣接し、政令指定都市であるさいたま市に埋没しないよう埼玉
県のリーディングシティとして暮らしやすいまち、誇れるまちであり続けなくてはならないと強
く感じています。

引続き政党に属することなく、県民目線・市民目線の政策提案を行い、現場第一主義で邁
進してまいります。頑張ります！！
さて、今号は令和7年度予算特別委員会についてや新規事業ついて等ご報告いたします。

令和7年度予算特別号

3月11日 総務部・県民生活部
・スポーツインライフ推進事業 →パラアスリートを招いてのレクリエーション大会の開催の参加者が増え
るよう、開催時期や場所の検討を問いました

3月12日 福祉部
・聴覚障がい児聴能訓練事業費 →一般質問で取り上げ言語聴覚士の増員が図られるようになりました
・共生社会づくり推進事業 →ヘルプマークの配布方法について問いました
・障がい者芸術・文化活動推進費 →企画展でのワークショップの開催の可能性について問いました
・社会的養育の充実 →里親委託率について問いました

3月13日 保健医療部
・がん患者支援の推進 →小児がんについての理解促進について問いました
・認知症医療支援体制整備事業費 →認知症疾患医療センターの増設について問いました

 3月14日 教育委員会
・特別支援学校の過密対策 →会派で視察し要望してきた県立和光南特別支援学校の全面改築に向け
た基本設計等の予算がつきました

・優秀な教員の確保 →大学生への働きかけについて問いました

3月17日 警察本部
・県民の暮らしの安全確保に向けたトルコ語部内通訳人の育成 →一般質問で取り上げ2ヵ年で6
名育成されることになります

・地域防犯活動推進費 →防犯指導班「ひまわり」の体制強化について問いました



今年度は志木市2校、毛呂山町2校をモ
デル校とし、小学校で本来の登校時間前
に、見守り員を配置して始業まで小学校
低学年をお預かりします。
保育所へ子どもを預けられた時間より

も小学校の登校時間が遅く、この為に保
護者が退職、転職などする必要性に迫ら
れることがあったことから、「小１の壁」と
言われ社会問題になっています。

令和7年度予算

主な新規事業

解説

解説

昨年の一般質問で工業高校の環境整備
や教員の質の向上について取り上げまし
た。

地域における産業界と工業高校の持続的
な連携体制を確立していきます。大宮工
業高校を先導校とし、東西南北1校ずつで

行います。「県立川口工業高校」も選ばれ
ており、教員実技研修、小中学校との連
携も更に力を入れていくものです。



解説

深刻化している特別支援学校の教室
不足や老朽化に対応するため、「県立八
潮高校」「ふじみ野市立東台小学校」の
跡地を利用して、それぞれに小中高校部
合わせて２５０名、１５０名前後を受け入
れる特別支援学校を設置する基本設計
を始めます。

また、既に定員を超えている「県立和光
南特別支援学校」については、所属会派
「無所属県民会議」で現場確認のための
視察を行い、県教育委員会に問題提起
と状況の改善要望を行っていました。

そして、「県立川口特別支援学校」につ
いては、北棟と中央棟の2棟を増築しま

す。増築によりプールがなくなってしまっ
たので、しっかりと水泳の時間を確保で
きるよう、周辺の施設や学校との連携を
予算特別委員会で問いました。

解説

サイバー空間犯罪や特殊詐欺にみら
れるような匿名・流動型犯罪グループ
への対応として、埼玉県の警察官定数
を１７５人増員し１１,６９９人としました。
今年度川口警察署には3人、武南警
察署には2人それぞれ増員となります。

解説

民生委員は、担当する区域において、
住民の生活上のさまざまな相談に応
じ、行政をはじめ適切な支援やサービ
スへの「つなぎ役」としての役割を果た
すとともに、高齢者や障がい者世帯の
見守りや安否確認などにも重要な役
割を果たしています。

全国的にみても欠員が生じている状
況です。仕事内容の精査や負担軽減、
担い手確保が喫緊の課題となってい
ます。

解説

物流業界の人手不足対策に対応す
るための支援で、女性ドライバー採用
の促進が期待されています。
中小企業には補助率1/2・上限額
200万円
小規模企業者には補助率2/3・上限
額266万6千円



解説

埼玉県の救急搬送の約７割は７５歳以
上の方が占めています。この中で、特に
搬送が難しかった７５歳以上重症救急患
者を積極的に受け入れる医療機関には、
埼玉県が補助をします。

これまでの「小児二次輪番病院」などに
加えて、新たに２２時から翌８時まで入院
が不要な子供の軽症者を受け入れる拠
点医療機関を県内２か所に整備します。
これまでは、「小児二次輪番病院」が同時
間帯に、入院が不要な軽症者と中等症以
上の患者を受け入れていましたが、今後
は「小児二次輪番病院」の負担を軽くし効
率的な医療体制となることが期待されて
います。

解説

全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・みどりに対する国民的理解を深めるために、公益社団法
人国土緑化推進機構と都道府県の共催により開催する国土緑化運動の中心的行事です。
昭和25年に「第1回植樹行事並びに国土緑化大会（第21回大会からは「全国植樹祭」が正式名称）」として
山梨県甲府市で開催されて以来、各都道府県において毎年春季に開催されています。

これまでの大会では、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、県内外からの多くの参加者と共に、式典行事や
記念植樹が行われています。
埼玉県では、昭和34年の第10回以来66年ぶりとなる第75回全国植樹祭を令和7年5月25日㈰に開催！

埼玉県の特色を活かした大会の基本方針
（1）全国植樹祭の開催を契機として、豊かなみどりを県民全体で次の世代に引き継ぐという機運を高めて、
緑化運動と森林資源の循環利用を推進し、SDGsにも繋がる機会となる大会にします
（2）埼玉県の豊かな自然や歴史・文化等の魅力を全国に向けて発信します
（3）県民全体で「おもてなしの心」でお迎えし、全国植樹祭に参加される方の心に残るような大会となるよう
努めます

式典会場・植樹会場：秩父ミューズパーク（秩父市、小鹿野町）

サテライト会場：エミテラス所沢（所沢市）・深谷テラスパーク（深谷市）・モラージュ菖蒲（久喜市）



八潮市における道路陥没事故への対応について

いつもありがとうございます。あたたかくなり、外での活動が楽になりましたが、
年々花粉症の症状が強く出るようになりました。うまく付き合っていかなくてはなりま
せんね。
さて、今号は八潮市の道路陥没事故の対応や予算特別委員会での審査についてなど
ご報告いたします。
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埼玉県の児童虐待対応件数は、平成25年度から平成30年度で約3倍に増加しています。
県内の児童相談所のうち、川越児童相談所、所沢児童相談所の管轄人口は、110万人を超過
し、全国平均を大きく上回っています。
また、児童虐待相談対応件数の増加に伴い、一時保護件数も平成25年度から平成30年度で
約3割増加しており、現状の一時保護所は、常時満員状態となっていました。

児童相談所の設置は、政令指定都市では義務、中核市では努力義務、それ以外は県が設置
することになっています。

会派として、児童虐待防止や相談体制の強化・充実をさせていくべく、
児童相談所の新設を継続して要望してきました。

3月22日に内覧会があり、施設内は、木が多く使われ落ち着いた
雰囲気でした。プライバシーにも配慮されたつくりになっていました。
所管区域は朝霞市・志木市・和光市・新座市・富士見市・ふじみ野市・
三芳町になります。今月から開所になります。
できるだけこの施設を使う子が少ないことを願いますし、川口市は中核市なので、今後市とし
て児童相談所を設置していくべきかなど考えていかなくてはならないと感じています。

八潮市における道路陥没事故について、県議会として、事故の重大性を踏まえ、執行部が万全を期
して事故対応に当たれるよう協力していくべきと考え、2月19日の県議会開会日に全会派一致で決議
を行いました。また、国に対して必要な支援を求める意見書を提出することとし、こちらも全会派一致
可決しました。
○道路陥没事故に係る下水道復旧、住民・事業者への対応及び老朽化対策の決議
○道路陥没事故に係る対応への支援を求める意見書

財政的な部分については、開会中の2月28日に破損した下水道管や陥没した道路の復旧のほか、
下水道管内に残る運転席部分の引き上げ、下水をう回させるためのバイパス工事の費用などに充て
るため、約40億円の補正予算を全会一致で可決しました。 また、国から予備費を活用した約50億円
の補正予算を受入れ、総額約90億円を確保しました。

未だ運転手さんが救出されておらず、周辺にお住いの皆さんには長期にわたりご心配、ご不便をお
掛けしています。
1日も早い救出、復旧を願うばかりです。

県内8つ目の児童相談所が完成



3月11日 総務部・県民生活部
・スポーツインライフ推進事業 →パラアスリートを招いてのレクリエーション大会の開催の参加者が増え
るよう、開催時期や場所の検討を問いました

3月12日 福祉部
・聴覚障がい児聴能訓練事業費 →一般質問で取り上げ言語聴覚士の増員が図られるようになりました
・共生社会づくり推進事業 →ヘルプマークの配布方法について問いました
・障がい者芸術・文化活動推進費 →企画展でのワークショップの開催の可能性について問いました
・社会的養育の充実 →里親委託率について問いました

3月13日 保健医療部
・がん患者支援の推進 →小児がんについての理解促進について問いました
・認知症医療支援体制整備事業費 →認知症疾患医療センターの増設について問いました

 3月14日 教育委員会
・特別支援学校の過密対策 →会派で視察し要望してきた県立和光南特別支援学校の全面改築に向け
た基本設計等の予算がつきました

・優秀な教員の確保 →大学生への働きかけについて問いました

3月17日 警察本部
・県民の暮らしの安全確保に向けたトルコ語部内通訳人の育成 →一般質問で取り上げ2ヵ年で6名
育成されることになります

・地域防犯活動推進費 →防犯指導班「ひまわり」の体制強化について問いました

引続き皆さんのお声をかたちしてまいります！！

令和7年度予算特別委員会での審査・質疑

予算特別委員会が3月11日～24日で開かれ、令和7年度一般会計予算案を審査しました。各

会派の所属人数により質疑時間が割り振られており、部局別審査では連日質疑に立ち、総括
質疑では知事に対し、里親委託推進事業と認知症医療支援体制の充実の2項目を問い、前向
きな答弁を得ました。質疑内容をご報告いたします。(一部抜粋)



5月13日㈫に、大野埼玉知事と奥ノ木川口市長、川口市選出の県議会議員7名で神根運動場で建設工事が始
まった屋内50ｍ水泳場建設現場を視察しました。
建設中の水泳場は、アスリートの競技力向上やスポーツ振興を目的に建てられる施設で、公営の屋内50ｍ水
泳場は県内で初めてです。トップアスリートが集まる国内の主要な大会を開催するため、メインの50ｍプールに

は好タイムが出るとされるステンレス製の「ミルタプール」を導入するほか、およそ３０００席の観客席が設けられ
ます。
施工業者から、「今のところ遅滞なく進んでおり、令和9年3月に建設工事を終える」とご説明がありました。
大会時以外は県民・市民の皆さんに広くご利用いただける使い勝手の良い施設になるよう働きかけてまいります。

埼玉県屋内50ｍ水泳場建設現場を視察しました

いつもありがとうございます。埼玉県議会定例会は2月・6月・9月・12月、年度
に4回開会されます。6月定例会は6月12日～7月2日の予定となっています。県議会ホー
ムページで本会議をご覧いただけます。関心を寄せていただけると嬉しいです。
さて、今号は埼玉県屋内50ｍ水泳場の現場視察や朝日環境センターの再開時期につい

てなどご報告いたします。
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1月3日に発生した火災で稼働を停止している朝日環境センターの再開時期は10月1日になると市から発表さ
れました。併せて、今回の火災に伴う施設復旧や他自治体などへのごみ処理委託費などの総額は、約67億4千
万円になることが明らかとなりました。(5月14日作成時現在)

施設の被害調査を行ったところ、大梁や柱の構造躯体への影響がなかったことから、建築構造物補修工事の
工期が短縮できることになり、当初より再開時期が前倒しとなりました。

発火の可能性があるリチウムイオン電池について、全国的に処分方法のさらなる周知啓発を進めるべきと思
い、会派の政策調査会長として国に対し「リチウムイオン電池の適正処理の推進を求める意見書」を作成し審
査を求めたのですが、埼玉県議会最大会派の賛成を得られず、2月定例会で提出することができませんでした。
再度6月定例会で審査を求めたいと思います。

朝日環境センターについて

所属会派・無所属県民会議としても個人としても、先進的な取り組みを調査するための視察や県の事業がしっ
かり行われているか現場確認のための視察、力を入れている政策の視察など積極的に行っています。昨年度
は30を超える県内外の自治体に行き、学びを深めました。直接見て、聞いて、調べることにより政策として提案
しやすくなりますし、新たな気づきや推し進めているべきか否かを考えることにも繋がります。
今年度はすでに3事業について視察いたしました。(5月14日作成時現在)

1 大分県社会福祉事業団の共生型サービス施設「八つ星の丘」・親なきあと支援事業 4月15日

川口市内の就労支援施設の方や障がいのあるお子さんがいらっしゃる保護者の方から、｢親なきあとの子ども
が生活していけるのか…｣｢自分も高齢となり、一緒に入ることの施設があれば…｣などお話しをいただくことがよく
ありました。必要性を感じており、これまで調査を進めてきました。

先進的な施設として大分県社会福祉事業団が行っている「八つ星の丘」に行ってきました。高齢者と障がい者
の共生型サービスを行っており、同じ建物内で生活されています。親子で入居されている方もいらっしゃいます。

親が亡くなってしまった後も同じ施設で暮らすことができるため、大きな環境の変化に馴染めないということがな
いそうです。このような施設設置が進まない要因のひとつに、高齢者施設と障がい者施設の許可の壁があるの
ですが、施設内を見学し、やり方を工夫することによりできないことはないと感じました。
そして、親なきあと支援事業は、相談員を育成し、相談室を県内6ヶ所設置。今後大分モデルとして全国に拡げ
ていくそうです。

まずは相談できる場所があり、課題解決に向けて専門家に繋いでもらえることは安心に繋がります。お子さん
の年齢に関わらず相談されている実績を見ると、少しでも不安を解消できるような体制を埼玉県でも整えていく
べきと感じました。

2 きょうと生物多様性センター 4月30日
京都府と京都市は、生物多様性保全に向けた取組の一層の促進を図るため、
府市協調で｢きょうと生物多様性センター｣を令和5年4月に設立しました。
収集・利活用・継承の3本柱とし取り組みを進めています。民間企業との連携や
担い手の育成に大変力を入れており、パートナーシップ協定制度やいきものフェスなど
興味深い取り組みがいくつもありました。今後に生かしていきます。

3 大阪府豊中市にて「朝の小1の壁」事業 5月1日
 「朝の小1の壁」事業とは、午前7時から小学校に登校できるように体制を整えるもので、埼玉県でも今年度よ
りモデル事業として志木市の一部と毛呂山町の一部で始まるものです。
保育所に預けていた時間より登校時間が遅くなるため、これまで8時開門前に多くの児童が校門前で待機して
いたそうです。
共働きや女性の社会進出が進むなかで、子育てしやすい環境づくりを進めるべく、
豊中市では全国に先駆けて昨年より市内全小学校で朝7時に校門を解放し、民間見守り員
2名を配置し、体育館等でタブレットや読書、トランプなど自由に過ごす取り組みを始めまし
た。事前登録者数に比べ利用者が少ない状況ではありますが、不測の事態に備え登録者
は増加しており、セーフティネットになっているとのことでした。
費用対効果はどうか、利用者が全くない学校はどのようにしていくのか、見守り員の確保、
利用しやすい体制をどのようにつくっていくかなど感じました。埼玉県のモデル事業を注視
していきたいと思います。

現場を知るべく積極的に視察しています



令和7年6月定例会

埼玉県議会6月定例会は、6月12日㈭から7月2日㈬まで開会されましたのでご報告いたします。
主な議案は以下になります。
○令和7年度埼玉県一般会計補正予算案として、高校生等の就学支援の拡充について
○令和6年度国の補正予算への対応として、医療体制の支援の強化、農業従事者への支援
計58億6298万8千円
〇国からの物価高対策として、LPガス料金の負担軽減のための補正予算 34億4173万4千円
そして、令和7年度埼玉県流域下水道事業会計補正予算案として、八潮市の道路陥没事故に伴う復旧工事費や人
件費に係り、41億1030万8千円。職員定数条例も改正し12名増員します。
また、埼玉県立げんきプラザを再編することとなり、施設の利用状況などを踏まえ、加須げんきプラザと神川げんきプ
ラザが廃止となります。

～所属委員会報告～

いつもありがとうございます。梅雨入りしたかと思ったら異常な暑さが続き、
お米や農作物に影響がでないか気がかりです。お互い熱中症など気をつけましょう。
建設中であった川口市役所2期棟が6月27日に完成し、8月より順次業務開始となり

ます。1期棟と連絡通路で結ばれるため、濡れずに移動することができます。火葬場・
市立高校と合わせ3大プロジェクトが完成し、嬉しく思います。
さて、今号は令和7年6月定例会や障がい者歯科診療所についてなどご報告いたします。

総務県民生活常任委員会に付託された主なも
のは以下になります。
〇国から受け入れる補正予算
・高校生の就学支援金制度の補助金新制度
・私立学校の運営費補助(光熱費高騰対策支援
補助)

〇職員の育児休業等に関する条例及び職員の
勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例
〇埼玉県税条例の一部を改正する条例(県たば
こ税の加熱式たばこの課税方法の見直し)

また、上尾市に建設予定のスポーツ科学拠点
施設整備運営事業について説明がありました。
同事業については、川口市に建設中の屋内
50ｍ水泳場と同時期に開設予定でありましたが、
昨年7月の公募が不調となり、本来の計画を一部

見直さなくてはならなくなりました。今年度は、改
めて専門家会議や推進会議を4回開催し、競技
力向上施設・体育館に係る基本計画を策定、上
尾運動公園の再編整備に向けた基本計画の
検討を行っていくこととなります。

～国への意見書～

政調会長として取りまとめを行い、所属会派・無所属県
民会議として議会運営委員会に提案したものは以下8つ
になります。そのうち赤文字と緑文字の計4つと同内容の
ものが国に提出できるようになりました。

〇国による現金給付事業における地方自治体の事務負
担軽減を求める意見書

〇「国民の安全・安心のための不法滞在者ゼロプラン」の
着実な実行を求める意見書

〇米の価格高騰対策と安定供給体制の強化を求める意
見書
〇イスラエル・イランに対し即時停戦を求める意見書
〇リチウムイオン電池の適正処理の推進を求める意見書

〇外国で取得した運転免許証を日本の運転免許証に切
り替える際の審査・知識確認の厳格化を求める意見書
〇警察官の増員を求める意見書

〇北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括帰国を
求める意見書

赤文字の意見書は令和7年2月定例会でも提案しました

が、最大会派等が前向きではなかったため国に提出でき
ずにいたので、今定例会で提出でき前進です。引き続き
様々な方法で国に現場の声を届けてまいります。
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障がい者歯科診療施設の現場確認

6月13日に埼玉県社会福祉事業団「あさか向陽園」へ 「診療待機時間が長い」とのお声をいただいていたの
で確認のため所属会派・無所属県民会議で行ってきました。
あさか向陽園は、障がい者歯科診療所以外に生活介護、施設入所支援、就労継続支援B型があります。作
業所では皆さん黙々と作業を進められていました。食堂や入所施設も見せていただき、昭和58年より現施設
を使っているため、老朽化やユニバーサルデザインではない箇所もありました。
診療待機時間について確認すると、緊急時を除き3ヶ月は待っていただいている状況とのことでした。原因は
複数ありますが、以下が主なものです。

○診療の際に麻酔が必要であったり、環境や様々な機器に慣れることができず診療時間が長時間になる場
合もあること
○広くない診療室が1室、診療台が2台と設備面に課題があること
○人員体制に余力がないこと
今後再整備の議論も出てくると思うので、今回の視察を生かしていきたいです。また、
埼玉県で行っている障がい者歯科診療施設はあさか向陽園を含め4ヶ所。県内の歯科医
院でも障がい者歯科診療を行っているところはありますが多くありません。各市町村でも
環境整備を検討していかなくてはならないと感じています。

① ② ③
①入口にて会派
メンバーと
②歯科診療室
③作業見学

特殊詐欺の現状

特殊詐欺とは、被害者に電話等で対面することなく信用させ、指定した口座への振込み等の方法により、不特
定多数の者から現金等をだまし取る犯罪(現金等を脅し取る恐喝及びキャッシュカード詐欺盗を含む)です。
令和6年度の認知件数及び被害額は過去最多となっています。

県警察では 、自治体、自主防犯活動団体、 事業者等と連携し、官民一体となった被害 防止対策を推進して
います。 怪しいと思ったら、町会・自治会で情報共有していただいたり、お近くの警察署にご連絡ください。

埼玉県議会9月定例会 9月24日 開会予定



経済・雇用対策特別委員会 視察報告
7月28日29日で高知県と香川県に行ってきました。

初日の高知県では、地域資源を活用した商品開発や販路開拓、人材育成などしながら地場産業の活性化を
図っていくために、1961年に創業した国内唯一の木毛(もくめん)専業メーカー「有限会社戸田商行」を視察しまし
た。木毛とは、木材を薄く削って作った緩衝材です。吸放湿性が高く、消臭性、復元性、
安全性にも優れています。
高知県は森林率が84%と全国1位であるため、衰退傾向にある林業をどのように
守り発展させていくことや地域資源の活かし方などご説明くださいました。
木材を捨てるところがないよう100%循環型で、倉庫に太陽光パネルを設置し、
省エネや環境保護にも貢献されています。
埼玉県でも活樹を進めていくので学んだことも活かしたいと思います

2日目の香川県では、高松市データセンターにて企業誘致の取組についてうかがいました。
2年半前に新たな知事が就任され、｢せとうち企業誘致100プラン｣を打ち出し、企業誘致に力を
入れられています。
令和5年7月には、IBM地域DXセンターを高松市に開設し、地域のDX人材育成に取り組み、
若者にとって魅力的な働き場所となっています。
全国的に産業用地がなくなってきているので、積極的に企業を誘致するには、用地はもちろんの
こと、電力や水の確保、災害に強い環境づくりなど行政が進めていく部分は大きいと感じました。

いつもありがとうございます。まだまだ暑いですね。7月、8月は市内各地の納涼盆
踊り大会にうかがい、皆さんと楽しく踊らせていただきました。最近はポップでアップ
テンポな曲を踊るところも増えてきたように感じます。
さて、特別委員会視察報告や知事のふれあい訪問などご報告いたします。
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知事のふれあい訪問
8月6日に知事のふれあい訪問に地元選出の県議会議員として同行しました。以下3ヶ所うかがいました。
①社会福祉法人みぬま福祉会 川口太陽の家・工房集（しゅう）
障害のある人の表現活動を探求し障がい者アートを社会に繋ぐ福祉施設です。
これまで何度もうかがっており、議会でも取り上げ、皆さんの活動を応援しています。
作家さんたちが作品や日頃の活動についてご説明くださり、ギャラリーや作業場も
見せていただきました。

②川口市立高等学校
市立高校 3 校を統合し充実した教育環境で多様な教育活動を実践する進学校です。
市立ですが、市内在住の生徒は45%で市外からの生徒の方が多くなっています。
理数科・普通科(スポーツ科学コース)とあり、50分授業ではなく45分授業で7限までという
独自の時間割りです。土曜講習、長期休業中の進学講習など受験対策にも力を入れ、
進路実績も上がってきているとのことでした。

③株式会社 フジ
最新の金属 3D プリンター設備を導入し 金型業界のフロントランナー目指す企業です。自動車メーカーをはじめ
約50社と契約されています。溶接と切削加工が両方できる3Dプリンターは日本国内に12機しかなく、熟練作業者の
後継者不足を解消するための未来への投資、挑戦であると熱くご説明くださいました。



同期議員に聞いてみた！！

10年前に市議会議員に同期当選し、日頃より連携している坂本だいすけ市議ともがみ祐次市議。私と同じように
お二人とも政党に所属しておらず、現在は川口青嵐会(4名)という会派で議会活動をされています。

8月某日、市議会の現状や今後の課題などうかがいました。今回はインタビュー形式でお届けいたします。

☆時の経過は早い…
岡村：久しぶりにゆっくり話しますね。議員になり今年5月で10年が経過しましたが、

10年経っての感想はいかがですか？
坂本：10年はあっという間。当選当初と比べ市政が変わってきています。特に財政面が悪化
しており心配です。
もがみ：確かにそうですね。様々な事業が縮小されています。力を入れてこの10年取組んだ
ことは青少年の健全育成です。

岡村：市議会の状況はいかがですか？
坂本：地域の声を市政に反映することが市議会議員の役目のひとつなので、やはり地方議会は政党に縛られな
い方がよいと思います。川口市議会は大きな組織に牛耳られ過ぎです。
もがみ：組織に属しているからこそ声を上げられない議員もいるのかなと…議会は改めて数の世界ですね。
岡村：私が市議会にいた頃と変わらないですね。埼玉県議会は市議会よりももっと一強独裁ですよ…やはり仲間
を増やさないとですね。

☆財政の健全化、立て直し。教育、学校の環境整備に力を入れるべき！
岡村：先ほど、財政面が悪化しているという話が出ましたが、今後の課題のひとつとして、財
政を立て直していかなくてはなりませんね。
坂本：そうですね。税収が上がったと言われているが、全く市民に還元されておらず、今年
度予算では、各事業が一律で10％カットされました。来年完成する美術館も建設して終わり
ではなく、運営費等毎年かかってきます。
岡村：市内小学校52校の体育館にはエアコンが未設置なのでそちらにお金をまわすことが
できれば…避難所にもなりますしね。無駄の見直しも必要ですね。
もがみ：エアコンもですが、小中学校のプールについても考えていかないと…老朽化してい

るところは廃止にし、通年授業としてスポーツセンターを利用することもひとつだと思います。
岡村：学校の環境整備は大切ですね。小中学校の校庭のトイレも汚く古いままのところが多いので、改善したい
と思っていますし、図書室の充実も必要だと感じています。
坂本：大切ですね。そして、教育の面では部活動の地域連携についても何が子どものため
になるのか、検討を重ねていく必要があります。

☆更に国に声を上げていく
岡村：外国人に関して川口市はネットなどで悪い意味で注目されており、様々な意見があり
ますよね。私は不法に滞在している外国人には国の責任において強制的に帰っていただく。
コミュニティのなかで暮らしている方々については、今後も社会の一員として暮らしていただ
くと考えるのですが、いかがですか？国への意見書も県議会会派で作成しています。
もがみ：その通りです。国・県・市それぞれの立場で権限が異なるので、国にはもっとしっかりしてもらいたいです。

岡村：改めて色々話せてよかったです。同期として一緒に頑張っていきたいです。とにかく川口市をいいまちにし
たいですね！ありがとうございました。
坂本・もがみ：頑張りましょう！

県議会9月定例会
9月24日㈬～

10月15日㈬

今年も川口マラソン走ります

8年前 市議会控え室にて

2025年 夏



流域下水道事業会計補正予算 可決

いつもありがとうございます。まだまだ暑い日がありますが、季節は確実に進
んでいると感じます。そして、よく眠れるようになりました。秋はイベントが多い季
節なので、良質な睡眠を心掛け頑張ります！
そして、自由民主党総裁選挙がメディア等で連日取り上げられていましたが、多く

の国民は投票できませんし、1日でも早く安定した体制で国民のための政治を行ってい
ただきたいと願うばかりです。
さて、今号は早期に可決された流域下水道事業会計補正予算や県内情勢

などご報告いたします。
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緊急性があったため閉会日(10月15日)を待たず採決となり、全会一致で可決しました。

〇破損した下水道管の仮復旧などの工事に伴う通行規制で、休業や売り上げが減少した店舗へ
  の補償などに係る費用 7億8000万円
〇事故を受け行われた国の下水道管調査で、
県が速やかな対策が必要と判断した下水道管
の工事などに係る費用 55億円

また、復旧工事の進捗に伴い、10月1日より
交通規制範囲を縮小することになりました。また、
県道松戸草加線について、陥没箇所西側の一部
の歩道部のみ歩行者が通行できるようになりました。



県内の犯罪情勢

決算特別委員会
10月17日～

11月7日

今年も川口マラソン走ります

埼玉県議会防犯のまちづくり推進議員連盟が開かれ、今後の街頭活動や県内の犯罪情勢につ
いて報告を受けました。
・部品ねらい、オートバイ盗、侵入窃盗が増加傾向にある
・特殊詐欺はひとりあたりの被害額が高額になっている
・特殊詐欺を未然に防ぐ対策に力を入れている
ご自宅にいる際にも施錠を忘れないようにしてください。地域防犯力や警察力の向上、犯罪を起
こさせない環境づくりに引き続き取り組みます。

朝日環境センター 再開

本年1月3日に「朝日環境センター」のご

みピットから火災が発生した影響で、焼
却の業務を停止し、ごみの受け入れがで
きなくなっていました。

10月1日から通常の焼却量のおよそ
90％にあたる1日240トンのごみを焼却す

ることができるようになり、ごみ収集車で
回収したごみの受け入れを再開しました。 
全損したもう1基のごみクレーンの設置
工事は、来年2月末に完了する予定で、
来年3月1日の本格的な復旧を目指して
います。

引き続き適切な分別やごみの減量への
ご協力をお願いいたします。

赤い羽根共同募金

赤い羽根共同募金は、地域

福祉の推進のために活用され
ています。
10月1日に川口駅東口で行わ
れた街頭募金活動に参加しまし
た。小雨のなかでしたが多くの
皆さんがご協力くださいました。
ありがとうございました。
優しいまちづくりを進めます。

ぜひご覧ください

日々の活動や
県政の情報を
お届けできるよ
う、各種SNSを
やっています！

Facebook インスタグラム YouTube



令和6年度決算特別委員会

いつもありがとうございます。寒さや乾燥を感じるようになりました。インフルエン
ザが流行っているのでお気を付けください。
さて、今号は令和6年度決算特別委員会や令和8年度予算要望提出について

などご報告いたします。
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令和6年度の決算認定を審査する決算特別委員会が10月17日(審査に関係のある県有施設を視察)～11月7日
まで開会されました。委員として連日審査しましたので審査順に質疑内容について
ご報告いたします。(赤文字部質疑、一部抜粋)

①10月24日 総括的事項・企画財政部関係
質疑：令和6年度に行った日暮里舎人ライナー延伸に向けて調査内容と課題は
答弁：調査内容は、複数検討しているルートで車庫や基地を設けることができる場所について

課題は、関係する自治体の協力が不可欠な調整等が必要

②10月27日 農林部関係・警察本部関係
質疑：シルバーサポーター制度の加盟事業所について、令和6年度足の確保につながる事業所は何件増えたか
答弁：タクシー事業所が3件増えた

③10月28日 総務部関係・都市整備部関係
質疑：県営住宅の入居者募集について倍率が高い状況が続いているが、応募の多い地域とその対応は
答弁：応募の多い地域は県南部で12.8倍、県西部で10.7倍。県内全域での入居率は82.8%に対し、南部・南西

部では91.3%となっている。できるだけ速やかに空室居室に入居できる体制をとるようにしている。
年4回の募集以外でも随時募集を行っているため、広く情報が伝わるよう周知に努めている

④10月29日 産業労働部関係・教育局関係
質疑：部活動指導員は市町村が希望する配置ができたか
答弁：193名の希望があったが、142名しか配置できなかった

⑤10月31日 福祉部関係・環境部関係
質疑：県立社会福祉施設の障がい者歯科診療所では待期期間が長くなっているが、改善を図ったことはあるか
答弁：皆光園を建替えたこともあり、令和5年度より47名多い新規患者を受け入れることができた

⑥11月4日 県民生活部関係・保健医療部関係
質疑：AEDの屋外設置は令和6年度どのくらい進んだか
答弁：正確な数を把握できていないため令和6年度～8年度で調査する。令和6年度では1350台のうち40台が屋外

とわかった。屋外でなくとも24時間使用できるものは126台

⑦11月5日 下水道局関係
⑧11月6日 県土整備部関係・危機管理防災部関係
質疑：市町村が行う自主防災組織リーダー養成講習への県の支援は
答弁：指導員を育成し23回派遣した。令和6年度は1186名がリーダーとなった

⑨11月7日 企業局関係



令和8年度 予算要望 提出

埼玉県議会 12月定例会 12月1日～12月19日

9月定例会閉会日(10月15日)に大野知事に対し、所属会派・無所属県民会議で来年度予算要

望書を今年も提出いたしました。
政調会長として調査やとりまとめを行い、
｢子どもや障がい者など社会的弱者への支援｣
｢安心して生活することのできる環境、体制の強化｣
｢暮らしと経済を守るための人材育成・確保策の推進｣
を3つの柱とし、様々な団体さんからいただいたご意見や会派、議員個人として取り組んでいる
ことなど、県政全般について192項目・各自治体からの要望153項目、計345項目になります。

川口市に関するものとして以下を要望しました。
●保育士宿舎借上補助事業を事業創設時と同規模に拡大すること
●多子世帯に対する保育料負担軽減の拡充
●上谷沼調整池や旧芝川などの適切な時期の除草と回数の増加
●仮称川口北署の開署に向けて警察官の増員・確保に努めること
●市内パトロールを強化すること

県政全般については、日頃から取り組んでいる、教育環境の充実、治安向上対策、障がい者
支援、子育て支援、スポーツ施策の推進、災害に強いまちづくり、投票率向上について、高齢
者・女性活躍についてなどを要望しました。

皆さんのお声をかたちにできるよう頑張ります！

要望書は無所属県民会議ホームページをご覧ください

ラジオ出演 予定
11月27日㈭

14時6分～14時21分
FM NACK5

GOGOMONZ

旧芝川の水質・環境改善

以前より、適切な除草やウェットランドの交換など旧芝川の環
境改善に取り組んできました。
10月21日に、野鳥を守る活動をされてる方々にご説明いただ
きながら歩いて現状を見ました。
工業排水が原因と思われる水質悪化や
ウェットランドの機能低下、記録的な猛暑に
よる草木の繁茂など様々な課題を知ることが
できました。早速担当課に繋いだものもあり、
引き続き環境改善を図っていきたいと
思います。

川口マラソン出場の皆さん、
頑張りましょう！



令和7年12月定例会

埼玉県議会12月定例会は、12月1日㈪から12月19日㈮まで開会されましたのでご報告いたします。
主な議案は以下になります。

〇令和7年度埼玉県一般会計補正予算 補正予算額：24億764万1千円の減額
公共事業等の施工時期の平準化・適正工期の確保に関するもの
〇令和7年度埼玉県流域下水道事業会計補正予算 補正予算額：83億9,100万円
八潮市道路陥没事故現場の状況などを踏まえ、事業費の増額が必要となることから、復旧工事費等を計上
〇条例制定「埼玉県カスタマーハラスメント防止条例」

カスタマーハラスメントの防止に関し、基本理念等を定めることにより、誰もが安心して働くことができる就業環境を
整備し、事業者が安定した事業活動を継続できる環境を構築するとともに、顧客等の豊かな消費生活及び公正な取
引を促進し、相互に尊重し合える社会の実現を図り、持続可能な社会を実現するため、新たに制定されました。

～所属委員会報告～

いつもありがとうございます。あっという間に1年が終わっていきます。毎年どん
な1年だったか振り返るのですが、体調を崩すことなく日々活動できたこと、いただい
たご意見ご要望に応えられたこと、もう少し努力できたのではないかなど、仕事のこ
とばかりになります。仕事に邁進できる環境に感謝しています。そして、高校卒業以
来となる同窓会に参加し、同級生がそれぞれの立場で頑張っていることに刺激を受け
ました。
さて、今号は令和7年12月定例会や埼玉県消防学校再整備基本構想（案）についてなど

ご報告いたします。

総務県民生活常任委員会において、行政課題報告として、上尾市内に予定されている「スポー
ツ科学拠点施設整備運営事業」について執行部より説明がありました。
設置目的は以下とされています。

〇多様な競技の競技力向上
〇県のスポーツ科学活用の基盤となる人材の育成・蓄積の活用
〇県民のスポーツ実施率の向上、健康づくり
〇上尾運動公園の賑わいを創出
本来であれば、川口市に建設中の屋内50ｍ水泳場と同時期に完成予定だったのですが、入札が

不調となり、基本計画を改定することになりました。
≪今後のスケジュール≫

Vol.72 2025.12

川口市に建設中
の屋内50ｍ水泳

場は、順調に進
んでいます。
令和9年度供用
開始予定です。



一般質問①

エスコートゾーンとは、視覚障害者が横断歩道を安全に渡れるよう、横断歩道の中央部に設置された突起
状の誘導ラインです。視覚障害者が横断中に方向を見失ったり、横断歩道から外れたりするのを防ぐ目的で
設置されています。

以前より、「駅に行くのが不安なの
で、川口駅西口のコモディイイダの
横断歩道に設置できないか」とのご
要望をいただいていました。

警察と協議し、時間がかかりました
が設置に至りました。

これからも皆さんが安心して生活
できるよう、バリアフリー対策に取り
組みます。

埼玉県消防学校再整備基本構想（案）について

消防学校の再整備については、会派で視察し、令和6年12月定例会において、①施設整備の必要性②寮室の改
善③早期の建替えについて、一般質問で取り上げました。知事から前向きな答弁を得ることができ、令和7年12月定
例会で埼玉県消防学校再整備基本構想(案)が示されました。

一般質問②

一般質問③

エスコートゾーンの新設

Before After

2026年は午年。何ごともウマくいく年になりますように



岡村通信

無所属

県民会議

Yuriki

埼玉県マスコット川口市のマスコット

  rコバトンj 「きゆぼらんj

発行資任者

無所属県民会議川口支部岡村ゆり子

〒332・0031

埼玉県川口市育木2・9・26アオキビル2F

048-229・0530

ご挨拶~

2015年に市議会議員に初当選以降、多くの皆様にお会いし、仕事をさせて

いただきました。市議会議員1期、県議会議員2期、議員活動10年が経過し、

皆様のお声に応えたいという想いで、たくさんのご意見やご要望に誠心誠意
取り組み、全ての経験が力になっています。

県議会では、7名全員が無所属の会派(無所属県民会議)に所属し、県民目
線・市民目線を大切にしてきました。県内各地や他自治体の先進事例を積極

的に学び、研鑽を重ねました。会派として議会改革に積極的に取り組み、政

務活動費の公開や大学生との意見交換会の実施、わかりやすい議会だより
など開かれた議会になるよう成果を上げました。

また、県と市のつなぎ役として知事や警察本部長に要望活動を行い、議会

では教育環境の充実、障がい者支援、治安向上、スポーツ環境の整備、子
育て支援などに力を入れ、結果を出すことができました。

そして、なにものにも縛られることなく活動したい、皆様のための政治をして

いきたい、変えていきたい、身近に感じていただきたいと強く想い、1度も政党

に所属せず、特定の組織や団体等の支援もいただかずにやってきました。

これからもブレることなぐ現場第一主義、市民目線をモッ|一に.「住んで良

かった、これからも住み続けたい」と誰もが実感できるまち、誇れる川口市を
目指し、全力で走り続けます。どうぞよろしくお願いいたします。

   たたら祭り毎年踊ります街頭活動は11年目市議会の仲間



県議会で成果を上げた主な取り組み

〇教職員住宅の適切な管理の推進
今旧鳩ケ谷教職員住宅は、平成23年に廃止したが、そのままになっており、防犯や防災の面でも早急に対応すべき

と令和2年6月定例会一般質問で取り上げました。解体され、現在土地の利活用を検討しています

◦離婚後の養育費確保策の導入

◊令和3年6月定例会一般質問で取り上げました。
相談窓口の設置や市町村への周知も図られました

◦コロナ禍でマスクができない方がいることの周知
今令和3年6月定例会一般質問で取り上げました。「彩の国だより」への掲載、

県ホームページ、県SNS、テレビ、ラジオなど広く周知が図られました

◦ひきこもりの実態調査の実施

◦障がい者アートの活用とリース契約制度の導入

◦資材置き場の監視や指導強化

一>上記3つは令和4年6月定例会一般質問で取り上げました

◦外国語を話すことのできる警察官を育成するための新規予算確保
今川□市に多いトルコ国籍住民に対応できるよう、トルコ語を話すことができる警察官の育成を令和6年12月定例会
-般質問で取り上げました。6名育成できる新規予算を確保できました

◦障がい者支援施設の体制強化

一>聴覚に障がいが認められた際に、早期に頻回の療育を行うことができるよう

体制強化をすべきと令和6年12月定例会一般質問で取り上げました

◦消防学校の早期建替えに向けた取り組みの強化

◊令和6年12月定例会一般質問で取り上げました。知事より「基本構想をまとめ、
可及的速やかに実現する」との答弁を得ました

今後重点的に取り組みたいこと
子育て・教育、安心、財政の健全化を進め、皆さんのお声を聞きながら、市民目線の市政を目指します

子育て・教y
よりよい環境で育つことができる

よう、子育て支援や教育の充実、
切れ目のない支援を目指します

〇5歳児健康診査の早期導入

◦小1の壁対策の充実

◦学校のトイレ環境の整備推進

◦市内小学校体育館のエアコン

整備促進◦学校給食の充実

◦子どものことを第一に考えた

部活動の在り方を検討◦妊婦
タクシー利用助成制度の創設

安心

治安向上を第一に、災害時の備

えや誰もが希望を持って安心し
て暮らしてい くことを目指します

〇外国人政策の推進(全庁あげ
た生活ルールの徹底国への要

望強化）〇治安向上対策の強
化〇地域防災力の強化・活動

支援◦障がい者の親なき後支

援の推進◦認知症対策の充実

〇介護事業者支援の充実◦保
育士確保につながる支援強化

財政の健全化
厳しい財政状況の中、皆様から

お預かりした税金を、無駄な く喜

ばれるようにお返しすることを目
指します

◦事業選択と計画的な支出の平

準化◦税収納率の向上〇公

正で公平な入札・契約制度の確
立0DXを活用した仕事の効率

化を推進◦上野東京ライン停

車に関する総事業費の再確認、
再検討

2025年も川ロマラソン

10キロ完走しました

昭和56年4月、川口市東内野に生まれる

川口市立差間小学校・北中学校・私立恵泉女学園高等学校、

フェリス女学院大学文学部卒業、明治大学専門職大学院ガバナンス研究科修了

父・幸四郎の事務所を手伝いながら、テレビ局に勤務（2014年7月に退社）

2015年5月~2019年3月川口市議会議員

2019年4月~2023年4月埼玉県議会議員（1期目）

2023年4月~埼玉県議会議員

所属委員会総務県民生活常任委員会経済・雇用対策特別委員会

趣味スポーツ観戦（Jリーグ開幕以来、浦和レッズー筋。アヴェントウーラ川口も応援しています）

ターゲットバードゴルフ、グランドゴルフ、ミニテニス（身体を動かすことが好きです。川ロマラソンも走ります）

好きな食べ物ラーメン、チヨコミント味のもの

好きな宮葉志あるところに道は開ける

6つの基本政策

★ ★★★★やめよう無関心。まちの未来はあなたから★★★★女 〈討議資料〉
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